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「内線規程 JEAC8001-2011（JESC E0005（2011））」の一部改定について（お知らせ） 

 

一般社団法人日本電気協会 

需要設備専門部会 

 

需要設備専門部会では，「内線規程」の 3595節（系統連系型小出力太陽光発電設備の施

設）に関連して，同設備の逆潮流時の電圧降下に関する検討・審議を行ってきましたが，

平成 27年 3月の日本電気技術規格委員会の審議を経て，改定内容を「内線規程」2015年

追補版として発行する運びとなりましたのでお知らせいたします。 

 

 

（改定の趣旨，目的と内容） 

太陽光発電設備からの発電電力を電力系統へ逆潮流させる場合，屋内の電圧は電力系

統の電圧よりも高くなるため，住宅に設置している太陽光発電設備には，屋内の電圧が

高くなり過ぎないよう発電出力を抑制する自動電圧調整装置（AVR）が備わっておりま

す。最近では，屋内の配線部分での電圧上昇が大きいために自動電圧調整装置（AVR）

が動作し発電出力が抑制されることで，エネルギー有効利用の機会が失われるケースが

出てきております。 

この問題を解決すべく，内線規程では，今まで規定されていなかったパワーコンディシ

ョナの出力端から引込線取付点までの電線の電圧降下について検討を行いました。 

この結果，パワーコンディショナの出力端から引込線取付点までの電線の電圧降下を 2%

以下とすることを勧告として規定化いたしました。 

 

（改定内容）・・・下線部分が改定箇所（文字修正，追加，削除）です。 
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1編 総  則 

3章 保安原則 

【38頁】 

1310節 電 圧 降 下 

 

1310-1 〔電 圧 降 下〕（対応省令：第4条） 

１．低圧配線中の電圧降下は，幹線及び分岐回路において，それぞれ標準電圧の2%以下と

すること。ただし，電気使用場所内の変圧器により供給される場合の幹線の電圧降下

は，3%以下とすることができる。（勧告） 

 〔注1〕引込線取付点から引込口までの部分も幹線に含めて計算すること。 

 〔注2〕電気使用場所内に設けた変圧器から供給する場合は，その変圧器の二次側端子

から主配電盤までの部分も幹線に含める。 

 〔注3〕配線方式，負荷電流及び電線太さによる電圧降下の値については，資料1-3-2参

照のこと。 

 〔注4〕系統連系型小出力太陽光発電設備からの逆潮流によるパワーコンディショナか

ら引込線取付点までの電圧降下は，3595節（系統連系型小出力太陽光発電設備の施

設）を参照のこと。 

 

２．供給変圧器の二次側端子（電気事業者から低圧で電気の供給を受けている場合は，引

込線取付点）から最遠端の負荷に至る電線のこう長が60ｍを超える場合の電圧降下は，

前項にかかわらず，負荷電流により計算し1310-1表によることができる。（勧告） 

 

1310-1表 こう長が60ｍを超える場合の電圧降下 

供給変圧器の二次側端子又は引込

線取付点から最遠端の負荷に至る

間の電線のこう長（ｍ） 

電 圧 降 下 （％） 

電気使用場所内に設け

た変圧器から供給する

場合 

電気事業者から低圧で

電気の供給を受けてい

る場合 

120 以 下 

200 以 下 

200 超 過 

５以下 

６以下 

７以下 

４以下 

５以下 

６以下 

 

 〔注〕系統連系型小出力太陽光発電設備からの逆潮流によるパワーコンディショナから

引込線取付点までの電圧降下は，3595節（系統連系型小出力太陽光発電設備の施

設）を参照のこと。 

〔関連条文〕 

1310-1 電圧降下：3595-3，資料1-3-2 
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３編 電気使用場所等の施設 

5章 特殊施設 

 

【636頁】 

3595節 系統連系型小出力太陽光発電設備の施設 

 

3595-1  適用範囲 

 本節は，系統連系型小出力太陽光発電設備であって，太陽電池モジュールから中継端子

箱，パワーコンディショナ，引込口装置を経て引込線取付点に至る配線等の設備に適用す

る。（資料3-5-5参照） 

3595-2  対地電圧（対応省令：第56条） 

 太陽電池モジュールに接続する負荷側の屋内電路の対地電圧は，1300-1（電路の対地電

圧の制限）の規定によること。 

3595-3  〔逆潮流時の電圧降下〕（対応省令：第4条） 

  系統連系型小出力太陽光発電設備からの逆潮流によるパワーコンディショナから引込

線取付点までの電圧降下は，標準電圧の 2％以下とすること。（勧告） 

〔注〕 系統連系型小出力太陽光発電設備からの逆潮流によるパワーコンディショナから

引込線取付点までの電圧降下の計算方法については資料 3-5-6を参照のこと。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3595-1図 パワーコンディショナから引込線取付点までの電圧降下 

 

  

ﾊ ﾟ ﾜ ｰ ｺ ﾝ ﾃ ﾞ ｨ ｼ ｮ ﾅ か ら 引 込 線 取 付 点 ま で の 配 線
・電圧降下は標準電圧の2%以下とする

ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ

太陽光ﾓｼﾞｭｰﾙ

分電盤

引込線取付点

電力量計

逆潮流 逆潮流

Wh Wh
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3595-4  太陽光発電設備の配線（対応省令：第4，7，14，56，59条） 

(略) 

５．太陽光発電設備に至る回路が容易に識別できるよう，その過電流遮断器その他の器具

の近い箇所には，太陽光発電設備に至る回路であることを明瞭に表示すること。 

〔注1〕パワーコンディショナから配線側に設ける分電盤の遮断装置は，十分保護協調を

図ること。 

〔注2〕過電流遮断器その他の器具の配線施設例は、資料3-5-7参照。 

６．単相 3 線式で受電する場合であって，負荷の不平衡により中性線に最大電流が生じる

おそれがある引込口装置などには３極に過電流引き外し素子を有する遮断器を用いるこ

と。（解釈 226） 

〔注〕引込口装置など 3 極に過電流引き外し素子を有する遮断器（3P3E）の施設例につ

いては資料 3-5-7を参照のこと。 

3595-5 太陽電池モジュールの支持物（対応省令：第4条） 

(略) 

3595-6  中継端子箱の施設（対応省令：第59条） 

(略) 

3595-7  アレイ出力開閉器の施設（対応省令：第59条） 

(略) 

3595-8  パワーコンディショナの施設（対応省令：第59条） 

(略) 

3595-9  接地（対応省令：第 10，11条） 

(略) 

3595-10  施設協議 

(略) 

〔関連条文〕 

 

3595-1 適用範囲：資料3-5-5 

3595-3 逆潮流時の電圧降下：資料3-5-6 

3595-4 太陽光発電設備の配線：3102-1表，資料3-5-7 
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資    料 

【858頁】 

番号 件        名 関連する条 

3-5-5 系統連系型小出力太陽光発電設備の施設例 3595 節 

 

 主に住宅などに施設した場合の系統連系型小出力太陽光発電設備の施設例を以下に示

す。 

 

 

図１ 系統連系型小出力太陽光発電設備の概念図 

 

図２ 系統連系型小出力太陽光発電設備のシステム構成例 

  

引込線取付点 
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【859頁】 

番号 件      名 関連する条 

3-5-6 
パワーコンディショナから引込線取付点までの電圧

降下の計算方法 
3595-3 

主に住宅などに施設した場合の，系統連系型小出力太陽光発電設備の発電電力による，パ

ワーコンディショナから引込線取付点までの電圧降下の計算方法を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

   電圧降下ｅ＝Ｋ1Ｉg｛(Ｒ1L1＋Ｒ2L2＋Ｒ3L3) cosθg＋(Ｘ1L1＋Ｘ2L2＋Ｘ3L3)sinθg｝ 

     ｅ  ：電圧降下（Ｖ） 
     Ｋ1 ：配線方式による係数（下表による） 
     Ｉg ：発電電流 
     Ｒ1，Ｒ2，Ｒ3  ：電線1kmあたりの線路の交流導体抵抗（Ω／km） 
     Ｘ1，Ｘ2，Ｘ3  ：電線1kmあたりの線路のリアクタンス（Ω／km） 
     cosθg：発電端力率 
     Ｌ1，Ｌ2，Ｌ3  ：電線のこう長(km) 
 

配線方式 Ｋ1 備考 

単相２線式 100V 2 線間 

単相２線式 200V 2 線間 

単相３線式 100/200V 1 大地間 

三相３線式 200V √3 線間 

 

   パワーコンディショナの発電端力率は，ほぼ1で運転しているため，線路のリアク
タンスは省略できるものとし，以下の計算式により電圧降下値を計算する。 

 
   電圧降下ｅ＝Ｋ1Ｉg (Ｒ1L1＋Ｒ2L2＋Ｒ3L3) 
 
 また，発電電流の計算方法を以下に示す。 
     単相２線式100Vの場合   ：Ｉg（Ａ）＝Ｐ (kVA)× 1,000／ 105（Ｖ） 
     単相２線式200Vの場合   ：Ｉg（Ａ）＝Ｐ (kVA)× 1,000／ 210（Ｖ） 
     単相３線式100/200Vの場合 ：Ｉg（Ａ）＝Ｐ (kVA)× 1,000／ 210（Ｖ） 
     三相３線式の場合     ：Ｉg（Ａ）＝Ｐ (kVA)× 1,000／（√3×210
（Ｖ）） 

 

 

番号 件      名 関連する条 

3-5-7 系統連系型小出力太陽光発電設備の配線例 
3595-4 

3596-3 

 

（略） 

以 上 

発電電流 Ig 

分電盤 Ｗｈ Ｗｈ 

PCS 

発電電流 Ig 
PV 

電圧降下 ｅ 

引込線 

取付点 

抵抗値：R１ 

リアクタンス値：X１ 

電線のこう長：L1 

抵抗値：R2 

リアクタンス値：X2 

電線のこう長：L2 

抵抗値：R3 

リアクタンス値：X3 

電線のこう長：L3 

PCS ： ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ 

発電容量 ： P kVA（PCS の定格容量） 


